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本
市
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
も
民
間
委
託

な
ど
民
間
活
力
の
導
入
を
積
極
的
に
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
推
進
し
、
一
層

の
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
と
業
務
の
効
率

化
を
図
る
た
め
に
、
民
営
化
・
民
間
委
託
・

指
定
管
理
者
制
度
な
ど
を
活
用
し
ま
す
。�

□
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用
等�

　
指
定
管
理
者
制
度
は
、
「
公
の
施
設
」

の
管
理
に
民
間
の
能
力
を
活
用
し
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
経

費
の
節
減
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
制
度
で
す
。
本
市
で
は
、
次
に
よ
り

検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。�

(1)
現
在
、
管
理
委
託
を
行
っ
て
い
る
「
公

の
施
設
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
４
月

１
日
か
ら
導
入
を
進
め
て
い
き
ま
す
。�

(2)
現
在
、直
営
の
施
設
及
び
今
後
新
規
に
設

置
さ
れ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、指
定
管
理
者

制
度
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
ま
す
。�

�

□
定
員
管
理
・
給
与
の
適
正
化
等�

（1）
数
値
目
標
の
基
本
的
な
考
え
方�

　
新
た
な
行
政
課
題
や
社
会
情
勢
の
変
化

に
弾
力
的
か
つ
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、

北
秋
田
市
定
員
適
正
化
計
画
を
策
定
し
、

計
画
的
な
定
員
管
理
に
取
り
組
み
ま
す
。�

�

（2）
数
値
目
標
の
設
定�

　
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
の

計
画
期
間
中
の
定
員
に
つ
い
て
は
、職
員
の

年
齢
構
成
上
、団
塊
の
世
代
を
中
心
と
し
た�

年
度
ま
で
の
５
ヵ
年
の
取
り
組
み
目
標
を

策
定
し
、推
進
し
ま
す
。�

　
　
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
内
容�

□
事
務
事
業
等
の
改
善
・
再
編
・
統
廃
合
等�

　
新
た
な
行
政
需
要
や
多
様
化
す
る
市
民

ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、

計
画
、
実
施
、
評
価
、
改
善
と
い
う
サ
イ

ク
ル
を
定
着
さ
せ
、
事
務
事
業
全
般
に
わ

た
り
受
益
と
負
担
の
公
平
確
保
、
費
用
対

効
果
な
ど
、
幅
広
い
角
度
か
ら
精
査
し
、

事
務
事
業
の
再
編
・
整
理
や
廃
止
・
統
合

等
の
見
直
し
、
整
理
合
理
化
に
努
め
ま
す
。�

�

□
民
間
委
託
等
の
推
進（
指
定
管
理
者
制
度

の
活
用
を
含
む
）

　
厳
し
い
行
財
政
環
境
の
中
、地
方
分
権
や

少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
を
的
確
に
克

服
し
て
い
く
た
め
、新
た
な
発
想
に
よ
る
改

革
を
推
進
し
ま
す
。ま
た
、住
民
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
に
も
住
民
と
行
政
の
役
割
分
担
の

見
直
し
、新
た
な
し
く
み
の
構
築
を
図
り
、

行
政
コ
ス
ト
の
削
減
だ
け
で
な
く
持
続
可

能
な
財
政
運
営
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。�

�

(1)
行
政
の
公
平
性
、効
率
性
の
追
求
　�

(2)
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り�

(3)
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上�

　
　
実
施
期
間�

　「
北
秋
田
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」の
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21
�

　
　
策
定
の
趣
旨�

　
本
市
で
は
、
平
成
17
年
３
月
22
日
に
合

併
し
、
現
在
合
併
協
議
を
踏
ま
え
た
中
で

行
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

合
併
初
年
度
で
生
じ
た
課
題
、
ひ
っ
迫
す

る
財
政
状
況
な
ど
喫
緊
の
課
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

指
針
に
基
づ
き
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
、
中
長
期
的
な
視
点
で
施
策
・
事

業
の
重
点
化
と
効
率
化
に
努
め
る
と
と
も

に
、
職
員
の
意
識
改
革
と
能
力
向
上
に
努

め
、
良
質
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
効
率
的
・

効
果
的
な
行
財
政
運
営
を
推
進
す
る
も
の

で
す
。�

　
　
改
革
の
必
要
性
と
理
念

　
北
秋
田
市
で
は
こ
の
ほ
ど
、
行
政
改
革
を
進
め
る

た
め
の
計
画
で
あ
る
「
北
秋
田
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」

を
作
成
し
、
公
表
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、
平
成
17
年
３
月
に
総
務
省
か
ら
出

さ
れ
た
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
行
政
改
革
の
推

進
の
た
め
の
新
た
な
指
針
」
に
よ
り
、
平
成
17
年
度

か
ら
21
年
度
ま
で
プ
ラ
ン
の
策
定
と
17
年
度
中
の
公

表
が
要
請
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。 

　
内
容
は
、
行
政
改
革
を
集
中
的
に
実
施
す
る
た
め
、

事
務
事
業
の
再
編
・
整
備
、
民
間
委
託
の
推
進
、
職

員
管
理
・
給
与
の
適
正
化
、
経
費
節
減
等
の
項
目
を

中
心
と
し
て
、
具
体
的
な
取
組
み
を
わ
か
り
や
す
く

示
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

５
年
間
の
行
革
プ
ラ
ン
を
策
定�

５
年
間
の
行
革
プ
ラ
ン
を
策
定�

＊
＊
＊
「
北
秋
田
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
＊
＊
＊�
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会
経
済
環
境
の
変
化
に
よ
り
、そ
れ
ら
を
取

り
巻
く
状
況
は
大
変
厳
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。�

　
更
に
、新
た
に
指
定
管
理
者
制
度
が
導
入

さ
れ
、公
の
施
設
の
管
理
に
関
し
て
、民
間

事
業
者
の
参
入
も
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、公
の
施
設
の
管
理
を
受
託
し
て
い
る
関

与
法
人
に
と
っ
て
は
、そ
の
事
業
基
盤
に
大

き
く
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、ま
さ
に

そ
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
本
市
に
お
い
て
は
、国
の
指
針
で
あ
る
第

三
セ
ク
タ
ー
改
革
の
流
れ
を
踏
ま
え
て
、関

与
法
人
の
役
割
等
を
再
検
討
し
、関
与
法
人

の
統
廃
合
や
市
の
関
与
の
あ
り
方
に
つ
い

て
抜
本
的
な
見
直
し
を
図
り
ま
す
。�

　
　
経
費
節
減
等
の
財
政
効
果�

（1）
経
費
の
節
減
合
理
化
等
財
政
の
健
全
化�

　
す
べ
て
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
、常
に
コ

ス
ト
意
識
を
持
ち
、経
費
全
般
に
わ
た
っ
て

徹
底
し
た
見
直
し
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、節

減
・
合
理
化
を
図
る
と
と
も
に
、厳
正
な
執

行
に
努
め
ま
す
。�

　
各
種
補
助
金
等
に
つ
い
て
、公
益
上
の
必

要
性
、効
果
、経
費
負
担
の
あ
り
方
な
ど
を

検
証
し
、見
直
し
を
図
り
ま
す
。�

　
ま
た
、市
民
が
財
政
状
況
を
総
合
的
に
把

握
で
き
る
よ
う
な
情
報
を
わ
か
り
や
す
く

提
供
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、財
政
指
標

の
ほ
か
、バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
等
な
ど
を
作
成

し
公
表
を
行
い
ま
す
。�

　
　
組
織
・
機
構
の
見
直
し�

（1）
組
織
・
機
構
の
見
直
し�

　
自
立
性
と
柔
軟
性
、機
動
性
を
備
え
新
た

な
行
政
課
題
に
対
応
で
き
る
組
織
・
機
構

の
整
備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、高
度
化
、

多
様
化
す
る
業
務
に
機
動
的
、機
能
的
に
対

応
す
る
職
員
の
活
用
に
よ
り
、組
織
の
総
合

力
を
高
め
ま
す
。�

　
今
後
、平
成
18
年
度
か
ら
平
成
20
年
度
ま

で
に
約
１
０
０
名
の
退
職
者
が
予
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、遊
休
施
設
の
活
用
、支

所
機
能
の
検
証
等
を
踏
ま
え
た
、機
構
の
再

編
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。�

�

（2）
付
属
機
関
等
の
見
直
し�

 

社
会
経
済
の
変
化
等
に
伴
い
、必
要
性
が

低
下
し
た
り
、初
期
の
目
的
を
達
成
し
た
付

属
機
関
等
の
統
廃
合
を
進
め
、見
直
し
を
図

り
ま
す
。�

　
市
政
へ
の
市
民
参
加
の
促
進
と
開
か
れ

た
市
政
の
推
進
の
た
め
、会
議
の
活
性
化
や

透
明
性
の
確
保
、公
募
委
員
の
拡
大
、女
性

委
員
の
選
任
率
の
向
上
な
ど
に
努
め
ま
す
。�

　
　
第
三
セ
ク
タ
ー
の
見
直
し�

　
第
三
セ
ク
タ
ー
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の

要
請
に
応
じ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

市
の
行
政
施
策
と
密
接
に
連
携
し
な
が
ら
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
の
一
つ
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
が
、社�

多
く
の
職
員
が
計
画
期
間
内
に
退
職
を
迎

え
る
た
め
、
職
員
年
齢
構
成
の
平
準
化
を

図
る
こ
と
を
目
標
と
し
、全
体
で
98
人
（
14�

・
８
％
）
減
員
す
る
計
画
と
し
ま
す
。�

�

（3）
採
用
者
・
退
職
者
の
見
込
み�

　
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22
年
４

月
１
日
ま
で
の
採
用
者
・
退
職
者
の
見
込

み
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。�

�������������������
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18（1）
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40（1）
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41（1）

▲27
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578（93）

13

17

▲28

13.0%

566（93）

5

24

▲12

14.8%

48（1）

161（5）

▲98

664（98）

9

21（2）

0

区　分

総 職 員 数

採用予定者数

退職者予定数

対前年度比増減数

対17年度比純減割合

計
１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２

年　　度

※（　）は内数で公営企業職員

単位：人

集中改革プランでは、平成22年までに98人（H17
年度比14.8%）の職員を削減する計画です

（2）
自
主
財
源
の
確
保�

　「
三
位
一
体
の
改
革
」に
お
け
る
税
源
移

譲
や
税
負
担
の
公
正
確
保
の
必
要
性
な
ど

か
ら
、市
税
等
各
種
収
入
金
に
つ
い
て
、そ

れ
ぞ
れ
目
標
数
値
を
設
定
し
、一
層
の
収
納

率
向
上
に
取
り
組
み
、自
主
財
源
の
確
保
に

努
め
ま
す
。�

　
ま
た
、滞
納
整
理
の
効
果
的
推
進
と
進
行

管
理
に
よ
る
収
納
率
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、納
税
意
識
を
高
め
る
た
め
市
民
啓
発

に
努
め
ま
す
。�

�

（3）
受
益
者
負
担
の
適
正
化�

　
使
用
料
・
手
数
料
な
ど
市
民
負
担
に
つ

い
て
は
、サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
コ
ス
ト
の
縮

減
に
努
め
る
と
と
も
に
、負
担
の
公
平
確
保

や
受
益
者
負
担
の
原
則
に
則
り
、サ
ー
ビ
ス

に
応
じ
た
適
正
な
水
準
で
の
設
定
・
見
直

し
に
努
め
、負
担
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。�
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